
※利用者様は部品の交換は行わず、部品の
購入・交換については製品をお求めになった

販売店にご相談ください。
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部品交換マニュアル

この部品交換マニュアルを必ずよくお読みいただき、十分ご理解の上、マニュアルに沿って
作業を進めてください。
なお、誤った交換などによるトラブルなどについては弊社は一切保証いたしかねます。

※部品交換後は該当部の確認をメンテナンスガイドに従って必ず行ってください。

歩行車 リトルターン
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この部品交換マニュアルは必ずお読みいただき、大切に保管してください
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部品リスト部品リスト

次ページに続く

部品リスト（全7４点）

－２－

No. 部品名 掲載ページ 製品コード 価格（税抜き） 備考

1 アームレストクッション左右セット P.４ 592600 6,000 円

2 アームレストベース左右セット P.４ 592601 4,500 円

3 クッションサポート左右セット P.４ 592602 2,500 円

4 アームレスト指はさみ防止ベルトセット P.４ 592643 2,400 円

5 アームレスト衝撃吸収パッド（2個入り） P.４ 592642 2,000 円

6 ハンドルクッション（2個入り） P.８ 592603 2,300 円

7 ハンドルエンドキャップ（2個入り） P.８ 592604 1,600 円

8 高さ調節ノブボルト P.９ 592459 2,100 円

9 高さ調節ノブボルトカバー P.９ 592460 1,300 円

10 立ち上がり補助グリップベース左右セット P.９ 592605 3,000 円

11 立ち上がり補助グリップカバー左右セット P.９ 592606 3,000 円

12 立ち上がり補助グリップカバー固定ボルト（4個入り） P.９ 592607 1,500 円

13 高さ調節部内カバー（2個入り）（Z用） P.９ 592608 2,000 円

14 トレーセット P.１３ 592609 5,000 円

15 回転補助ローラーセット（2セット入り） P.１３ 592610 2,500 円

16 折りたたみベルト（Z用） P.１４ 592611 2,100 円

17 折りたたみベルト固定セット P.１４ 592612 2,800 円

18 座面（Z用） P.１４ 592613 4,500 円

19 座面固定ボルトセット（Z用） P.１４ 592614 1,500 円

20 座面ベルト P.１６ 592615 3,500 円

21 座面ベルト固定ボルトセット P.１６ 592616 3,000 円

22 シートパイプエンドキャップ（4個入り）（Z用） P.１８ 592617 1,500 円

23 折りたたみ防止フックツメ P.１７ 592618 1,600 円

24 折りたたみ防止フックツメ固定ボルト P.１７ 592619 1,400 円

25 前ブレーキレバー端部カバー左右セット P.２４ 592620 1,600 円

26 前ブレーキレバー端部カバー固定ボルト（4個入り） P.２４ 592621 1,500 円

27 前ブレーキレバー左セット P.２０ 592622 4,500 円

28 前ブレーキレバー右セット P.２０ 592623 4,500 円

29 後駐車レバー左右セット P.２０ 592624 2,500 円

30 ブレーキ基部左右セット P.２０ 592625 3,500 円

31 ブレーキ基部カバー左右セット P.２０ 592626 3,500 円

32 ブレーキ基部カバー固定ボルト（10個入り） P.２０ 592627 2,100 円

33 駐車ロックピンセット P.２０ 592628 3,500 円

34 ブレーキプレート左右セット P.２５ 592631 3,000 円

35 ブレーキバネ（4個入り） P.２５ 592632 1,900 円

36 ブレーキブラケット（2個入り） P.２５ 592633 1,700 円

37 ブレーキブラケット固定ボルトセット P.２５ 592634 1,800 円

38 ブレーキパッド（2個入り）（Z用） P.２５ 592635 2,800 円

39 ブレーキパッド固定ボルト（4個入り） P.２５ 592636 1,500 円



部品リスト

上表 備考欄に※印がある部品は図示していません。

部品リスト（つづき）

－３－

No. 部品名 掲載ページ 製品コード 価格（税抜き） 備考

40 フレーム端部カバー左セット P.２５ 592637 3,000 円

41 フレーム端部カバー右セット P.２５ 592638 3,000 円

42 フレーム端部カバー固定ボルト（4個入り） P.２５ 592639 1,500 円

43 後輪セット（Z用） P.３１ 592640 4,300 円

44 バッグ（Z用） P.１８ 592641 5,700 円

45 前輪アーム（Z用） P.３９ 592630 4,000 円

46 前輪アーム用ナットセット（2セット入り） P.３９ 592476 1,600 円

47 前輪アーム用スナップピン（2個入り） P.３９ 592477 1,300 円

48 前輪セット（2個入り） P.３９ 592478 4,200 円

49 前輪シャフトセット（2セット入り） P.３９ 592479 3,100 円

50 前輪フォークキャップ P.４２ 591983 1,300 円

51 ブレーキ調節ネジ P.２５ 592488 1,300 円

52 ブレーキ固定ソケットセット（ソケット、ソケットネジ） P.２０,２５ 591977 1,700 円 リトルターンと共通

53 後輪キャップ P.３１ 591979 1,300 円 リトルターンと共通

54 ブレーキワイヤーセット（Z用） P.２０ 592629 2,500 円

55 ブレーキワイヤー端部キャップ P.９. ２０. ２５ 591971 1,700 円 リトルターンと共通

56 折りたたみ保持ベルト（Z用） P.１８ 592650 1,700 円

57 ボルトキャップ（10個入り） P.１４ 592649 2,000 円

58 アームレストロック解除ボタンセット P.4 592651 4,500円

59 アームレストロック解除シール（10枚入り） P.４４ 592645 1,800 円 ※

60 前ブレーキ・駐車ロックシール左右セット（10枚入り） P.４４ 592646 2,000 円 ※

61 後駐車ロックシール左右セット（10枚入り） P.４４ 592647 2,000 円 ※

62 トレーフレーム注意シール（10枚入り） P.４４ 592648 1,800 円 ※

63 指はさみ注意シール（10枚入り） P.４４ 592002 1,500 円 リトルターンと共通 ※

64 フレーム前方保護シール（10枚入り） P.４４ 592003 1,600 円 リトルターンと共通 ※

65 ブレーキ調節表示シール（10枚入り） P.４４ 592001 1,500 円 リトルターンと共通 ※

66 補修用スプレー P.４２ 592270 10,500 円 リトルターンと共通 ※

67 補修用ペイント（タッチペン） P.４２ 592271 4,700 円 リトルターンと共通 ※

68 LT抑速付（M8）抑速ユニット左右セット P.３２ 592335 33,600 円 リトルターン抑速付と共通

69 リトルターン Z 抑速付 接続ジョイントセット1台分 P.３２ 592644 3,800 円

70 LT抑速付交換タイヤキット1台分 P.３６,３７ 592331 10,500 円 リトルターン抑速付と共通

71 LT抑速付センターキャップ P.３８ 592332 2,600 円 リトルターン抑速付と共通

72 LT抑速付M8皿ボルトセット P.３６,３７ 592333 2,200 円 リトルターン抑速付と共通 ※

73 LT抑速付抑速ブレーキ力調整用六角レンチ P.３８ 592334 2,100 円 リトルターン抑速付と共通 ※

74 LT抑速付抑速ユニットシャフトキー P.３２ 592337 2,500 円 リトルターン抑速付と共通 ※

75 補修用スプレーR P.４２ 592278 11,000 円 リトルターンと共通 ※

76 補修用ペイントR（タッチペン） P.４２ 592279 5,500 円 リトルターンと共通 ※



１.各部の交換方法

１）アームレスト部の交換方法

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

3.クッションサポート左右セット

アームレストクッション右アームレストクッション左

クッションサポート右クッションサポート左

－４－

4.アームレスト指はさみ
防止ベルトセット

アームレストベース左アームレストベース右

この交換方法で交換できる部品

交換部品：１.アームレストクッション
左右セット

２.アームレストベース左右セット

58. アームレストロック解除ボタンセット

固定ボルト

アームレストロック解除ボタン

×8

５.アームレスト衝撃吸収パッド
（2個入り）

■アームレスト衝撃吸収パッドの交換方法

アームレストベースの裏側についているアームレスト衝撃吸収パッドを指ではがし
取り除き、新しいアームレスト衝撃吸収パッドの剥離紙をはがし、アームレストベースに
貼り付けます。

新しいアームレスト衝撃吸収パッドを
取り付ける際は、貼り付ける部分の
汚れを落としてから、貼り付けてください。

☞

アームレスト衝撃
吸収パッド

アームレストベース



１.各部の交換方法

１）アームレスト部の交換方法

六角レンチ
３ｍｍ

②クッションサポートの固定ボルトを４ヶ所
（左右各２ヶ所）外します。

－５－

③アームレスト指はさみ防止ベルトの固定ボルトを
４ヶ所（左右各２ヶ所）外し、アームレスト指はさみ
防止ベルトを取り外します。

六角レンチ
３ｍｍ

クッションサポート固定ボルト

固定ボルト

アームレスト指はさみ
防止ベルト

①アームレストベースからアームレストクッションを指でめくりはがし、クッションの裏側に
ある固定ホルダーを６ヶ所 （左右各３ヶ所）外し、アームレストクッションを取り外します。

☞ 取り外しが固い場合は無理に引っ張らず、

固定ホルダーをマイナスドライバー等で持ち
上げて外してください。

マイナスドライバー
固定ホルダー

１ ２ ３

固定ホルダー

固定ホルダー取り付け箇所
左右各３ヶ所

●アームレストクッションを外した状態

１ ２

３

固定ホルダー

１

２

３

アームレストクッション

■アームレストの交換方法



１.各部の交換方法

－６－

④アームレストロック解除ボタンの固定ボルトを
８ヶ所（左右各４ヶ所）外します。

六角レンチ
4ｍｍ

固定ボルト

⑤がたつき防止ピンが解除されていることを確認し、アームレストロック解除ボタンを押して
アームレストを折りたたみ、アームレストブラケットとアームレストベースの間から
アームレストロック解除ボタンを抜き取ります。

アームレストロック解除
ボタン

アームレストベース

アームレストブラケット① ② ③

がたつき防止ピン

１）アームレスト部の交換方法 （つづき）

六角レンチ
３ｍｍ

⑥アームレストベースの固定ボルトを６ヶ所 （左右各
３ヶ所）外しアームレストベースをアームレストブラ
ケットから取り外します。

☞ クッションサポート固定ボルト、アームレスト指はさみ防止ベルトの固定ボルトを
含め、計１４ヶ所（左右各７ヶ所）ボルトを外してください。

固定ボルト

アームレストベース

アームレストブラケット



１.各部の交換方法

１）アームレスト部の交換方法（つづき）

－７－

⑦取り外しの逆の手順で新しい部品を取り付けます。

☞ クッションサポート、アームレスト指はさみ防止ベルト、アームレストベースの
固定ボルトの締め付けトルクは２.６Ｎ・ｍ（２６.５ｋｇｆ・ｃｍ）です。

☞
アームレストロック解除ボタンを取り付けた後、
４ヶ所の穴にアームレストロック解除ボタンの
突起がはまっていることを確認してください。

穴に突起がはまっている

☞ 左右のアームレストブラケットを押さえ、隙間
がない状態でアームレストロック解除ボタンの
固定ボルトを締め付けてください。

アームレストブラケット

アームレストクッションを取り付ける際にアームレスト指はさみ防止ベルトが
飛び出すように取り付けてください。

☞

アームレスト指はさみ防止ベルトが
飛び出している

アームレストクッションは左右各３ヶ所のアームレストクッションの固定ホルダーが
アームレストブラケットの穴にしっかりはまっているか確認してください。

☞

固定ホルダーがしっかりとはまっている
固定ホルダーがしっかりとはまっておらず
アームレストクッションが浮いている

固定ホルダー

アームレスト指はさみ防止ベルトが
飛び出していない

アームレスト指はさみ
防止ベルト

※アームレストクッションを取り付けた後、下記の注意事項を必ず確認してください。



１.各部の交換方法

２）ハンドル部の交換方法

■ハンドルエンドキャップの交換方法

マイナスドライバー

ハンドルエンドキャップのすき間に、マイナスドライバー
などを差し込んで取り外し、新しいハンドルエンドキャップ
を取り付けます。

交換部品：７.
ハンドルエンド
キャップ（2個入り）

☞ ハンドルエンドキャップを外す際に、マイナスドライバーでけがをしないように
十分注意してください。

■ハンドルクッションの交換方法

交換部品：６.ハンドルクッション
（2個入り）

ハンドルクッション

①ハンドルクッションをカッターナイフで切って取り外します。
カッターナイフ

☞ ハンドルクッションを切る際、カッターナイフでけがをしないように十分注意してください。

②新しいハンドルクッションをお湯などで温め、差し込みしやすくした状態で取り付けます。

ハンドルパイプの先端が
ハンドルクッションから飛
び出しすぎないようにする

－８－

☞ ハンドルクッションを切る際、カッターナイフでハンドルパイプを傷つけないように
注意してください。

ハンドルパイプ

ハンドルエンドキャップ



１.各部の交換方法

３）高さ調節部の交換方法

■高さ調節部の交換方法

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

交換部品８.高さ調節
ノブボルト

９.高さ調節ノブ
ボルトカバー

－９－

本体を横にして立ち上がり補助グリップカバー固定
ボルトを４ヶ所（左右各２ヶ所）外し、立ち上がり補助
グリップベースから立ち上がり補助グリップカバーを
取り外し、新しい立ち上がり補助グリップカバーを
取り付けます。

交換部品：１１.立ち上がり補助グリップ
カバー左右セット

１２.立ち上がり補助グリップカバー
固定ボルト（4個入り）

プラスドライバー
３番

立ち上がり補助
グリップカバー

■立ち上がり補助グリップカバーの交換方法

立ち上がり補助
グリップカバー
固定ボルト

☞ 立ち上がり補助グリップカバー固定ボルトの締め付けトルクは２.６Ｎ・ｍ
（２６.５ｋｇｆ・ｃｍ）です。

この交換方法で交換できる部品

１３.高さ調節部内カバー
（2個入り）（Z用）

１０.立ち上がり補助グリップ
ベース左右セット

５５.ブレーキワイヤー
端部キャップ

立ち上がり補助
グリップカバー左

立ち上がり補助
グリップカバー右

立ち上がり補助
グリップベース

立ち上がり補助
グリップベース左

立ち上がり補助
グリップベース右



１.各部の交換方法

①高さ調節ノブボルトを緩めて外します。

－１０－

３）高さ調節部の交換方法（つづき）

②ブレーキワイヤー端部キャップを外します。

ラジオペンチ
ブレーキワイヤー
端部キャップ

☞ 「高さ調節ノブボルト」はイコットエア、イコットエアMと共通部品としており、
納品時に高さ調節ノブボルトに付いている樹脂ワッシャーはリトルターン Zの
場合には使用しません。新しい高さ調節ノブボルトを取り付ける前に必ず樹脂
ワッシャーを取り外してから取り付けてください。
イコットエア、イコットエアMの交換に使用する可能性がある場合は保管ください。

樹脂ワッシャー（２枚）

取り外す
高さ調節ノブボルト

●納品時の状態



１.各部の交換方法

３）高さ調節部の交換方法（つづき）

⑤本体を起こして、高さ調節支柱を持ち上げ、
本体フレームから取り外します。

－１１－

☞ 取り外しが固い場合は立ち上がり補助
グリップベースの裏側をプラスチックハ
ンマーで軽くたたきながら取り外してく
ださい。

☞ 立ち上がり補助グリップベースの先端
をプラスチックハンマーでたたかないで
ください。
破損するおそれがあります。

プラスチックハンマー

高さ調節支柱

④本体を横にして立ち上がり補助グリップ
ベースを本体フレームから取り外します。

本体フレーム

立ち上がり補助グリップベース

③ブレーキ固定ソケットを緩めてブレーキワイヤーを引き抜きます。

六角レンチ
４ｍｍ

ブレーキ固定ソケット

ブレーキワイヤー



１.各部の交換方法

☞ 立ち上がり補助グリップベース、高さ調節部内カバーの取付方向を
間違えないよう注意してください。

左側 右側

前輪側

後輪側

高さ調節部
内カバー

３）高さ調節部の交換方法(つづき）

⑧逆の手順で新しい部品を取り付けます。

⑨２７ページの「８）ブレーキの交換方法」の⑭以降を参照し、ブレーキワイヤーを
調節します。ブレーキ部も部品交換がある場合は１９ページの①から参照して交換して
ください。

立ち上がり補助
グリップベース右

高さ調節部の交換後、高さ調節機能が正常に作動することを確認してください。

■正常な状態：高さ調節ノブボルトを抜いた状態で、高さ調節支柱をスムーズに
上下することができる。

☞

－１２－

立ち上がり補助
グリップベース左

内側にくの字に
曲がっている

大きい穴面が
外側

立ち上がり補助グリップベース

本体フレーム

⑦立ち上がり補助グリップベースと
高さ調節部内カバーを高さ調節支柱
から取り外します。

高さ調節部
内カバー

立ち上がり補助
グリップベース

⑥高さ調節支柱下端の六角穴付き止め
ねじを六角レンチで両側とも外し、ハン
ドルポストキャップを取り外します。

六角レンチ
２ｍｍ

高さ調節支柱

ハンドルポスト
キャップ

六角穴付き
止めねじ



１.各部の交換方法

４）トレーの交換方法

トレーフレームを上に持ち上げ、本体から取り外します。

交換部品：１４.
トレーセット

☞ 後方からトレーフレームを差し込まないでください。思わぬ事故の原因となります。

トレーフレーム

５）回転補助ローラーの交換方法

①回転補助ローラーカバーのくぼみにマイナスドライバーを差し込んで回転補助ローラー
カバーを持ち上げ回転補助ローラーカバーを外した後、回転補助ローラー本体を取り外
します。

☞ 回転補助ローラーカバーを外す際に、マイナスドライバーでけがをしないように
十分注意してください。

交換部品：
１５.回転補助ローラーセット

（２セット入り）

②新しい回転補助ローラー本体を差し込み、回転補助ローラーカバーを上から
スライドさせながらはめ込みます。

（１）回転補助ローラー
本体を前輪軸部に
差し込む。

マイナスドライバー

段差がなくなるまではめる

－１３－

前方にフレームが出る 後方にフレームが出る

スライド

回転補助ローラー本体

回転補助ローラーカバー

突起を裏側に
通す

（２）回転補助ローラーカバーの突起を回転補助ローラー本体の下側に通し、
持ち上げた状態で、奥までスライドさせた後、上からはめ込む。

持ち上げた状態で奥まで
スライドさせる



１.各部の交換方法

この交換方法で交換できる部品

５７.ボルトキャップ（10個入り）

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

６）折りたたみ部、座面の交換方法

１７.折りたたみベルト固定セット

－１４－

■座面、折りたたみベルト部の交換方法

交換部品：
１６.折りたたみ

ベルト（Z用）
１９.座面固定ボルトセット（Z用）１８.座面（Z用）

☞ 折りたたみベルト、座面及び座面固定ボルトはリトルターンZ専用部品です。
リトルターンハイタイプやトール103タイプ等の折りたたみベルト、座面、座面固
定ボルトは取り付けることができませんので注意してください。

①折りたたみベルト固定部のボルトキャップ2ヶ所をつまんで回しながら外します。

ボルトキャップ

カラー（右用）

カラー（左用）

折りたたみベルト
固定ボルト（右用）

折りたたみベルト
固定ボルト（左用）

カラー（左用）

カラー（右用）

樹脂ワッシャー

樹脂ワッシャー

ナット



１.各部の交換方法

６）折りたたみ部、座面の交換方法（つづき）

⑤座面固定ボルトを４ヶ所（左右各２ヶ所）外し、
座面を取り外します。

プラスドライバー ２番

座面固定ボルト

座面 折りたたみベルト

④座面から折りたたみベルトを外します。

－１５－

⑥新しい折りたたみベルトをボタンが付いて
いる方が後輪側から見て左側になるように
座面に通します。

ボタンが付いている方
を左側に通す

折りたたみベルトの輪形部が
上方に来るように取り付ける

③折りたたみベルトのボタンを外し、
折りたたみベルトを折りたたみ防止フック
から抜き外します。

折りたたみ
防止フック

折りたたみベルト

ボタン

②折りたたみベルト固定ボルトを外し、折りたたみベルト固定部を取り外します。

折りたたみベルト

折りたたみベルト固定部折りたたみベルト固定ボルト



１.各部の交換方法

６）折りたたみ部、座面の交換方法（つづき）

⑧座面を座面固定ボルトで固定します。

☞ 座面固定ボルトを再度取り付ける際は、樹脂ワッ
シャーのくぼみに座面固定ボルトの頭がはまっている
か確認してください。

プラスドライバー ２番

－１６－

⑦折りたたみベルトを折りたたみベルト固定ボルトで固定し、ボルトの先端部に
ボルトキャップを取り付けます。

☞ 折りたたみベルト固定ボルトを取り付ける際に、樹脂ワッシャーがカラーと金属ワッ
シャーの間に噛みこまないように注意してください。

クロスバー

樹脂ワッシャー

折りたたみベルト
固定ボルト

金属ワッシャー

ボルトキャップ

ナットカラー

折りたたみベルト留め

折りたたみベルト

六角レンチ ４ｍｍ
レンチ １０ｍｍ

前輪側 後輪側

☞ 部品の取付方向に注意してください。

断面詳細図

座面ベルト固定ボルトを２ヶ所（左右各１ヶ所）外し、
座面ベルトを取り外して新しい座面ベルトを取り付けます。

交換部品：２０.座面ベルト ２１.座面ベルト固定ボルトセット

六角レンチ ２.５mm
レンチ ７mm

左側

■座面ベルトの交換方法 座面ベルト固定ボルト

☞ 座面ベルト固定ボルトの締め付けトルクは
０．７５Ｎ・ｍ（７．６ｋｇｆ・ｃｍ）です。

☞ 折りたたみベルト固定ボルトの締め付けトルクは２．６Ｎ・ｍ（２６．５ｋｇｆ・ｃｍ）です。

座面固定ボルト

右側

座面ベルト固定ボルト

カラー

平座金

ナット



１.各部の交換方法

６）折りたたみ部、座面の交換方法（つづき）

☞ 折りたたみ部、座面の交換後、折りたたみが正常に作動することを
確認してください。

■正常な状態
折りたたみ機能：折りたたみベルトを引くと本体が折りたたまれ、

折りたたまれた状態を維持し、座面を押し下げると本体を開く
ことができる。

－１７－

■折りたたみ防止フックツメの交換方法

折りたたみ防止フックツメ固定ボルトを外し折りたたみ防止フックツメの下端
をつまんで取り外し、新しい折りたたみ防止フックツメを取り付けます。

交換部品：
23.折りたたみ防止
フックツメ

24.折りたたみ防止
フックツメ固定ボルト

折りたたみ防止フックツメ
固定ボルト

六角レンチ ５ｍｍ

折りたたみ防止フック

折りたたみ防止
フックツメ

折りたたみ防止フック

折りたたみ防止フックツメ
固定ボルト

折りたたみ防止
フックツメ

●取り付け詳細（断面図）

折りたたみ防止
フックツメ
固定ナット

折りたたみベルト

☞ 左の図を参考に折りたたみ防止
フックツメを取り付けてください。

☞ 折りたたみ防止フックツメ固定ボルトの締め付けトルクは２．６Ｎ・ｍ（２６．５ｋｇｆ・
ｃｍ）です。



１.各部の交換方法

７）バッグの交換方法

－１８－

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

交換部品：
２２.シートパイプエンド

キャップ（Z用）
４４.バッグ（Z用） ５６.折りたたみ保持ベルト

（Z用）

☞ シートパイプ及びバッグはリトルターンZ専用部品です。
リトルターンハイタイプやトール103タイプ等のシートパイプエンドキャップ、バッグ
は取り付けることができませんので注意してください。

①シートパイプエンドキャップのすき間に、
マイナスドライバーなどを差し込んで
取り外します。

マイナスドライバー

シートパイプエンド
キャップ

☞ シートパイプエンドキャップを外す際に、マイナスドライバーでけがをしないように
十分注意してください。

②バッグと折りたたみ保持ベルトをスライドさせ
シートパイプから取り外します。

☞ バッグが後輪側についている場合は
後輪側のシートパイプエンドキャップを
取り外し、バッグを取り外してください。

折りたたみ保持ベルト

シートパイプ

バッグ



１.各部の交換方法

７）バッグの交換方法（つづき）

⑤シートパイプエンドキャップを取り付けます。

☞ バッグの取付方向を間違えないように
注意してください。

☞ 折りたたみ保持ベルトの向きに注意して取り付けてください。

③新しい折りたたみ保持ベルトをシートパイプ
の前方側に取り付けます。

④新しいバッグをシートパイプに取り付けます。

●前方に取り付ける場合 ●後方に取り付ける場合

－１９－

バッグ

シートパイプエンドキャップ

左側内面
面ファスナーループ
（つるつるした面）

●斜め前方からの図

右側外面
面ファスナーフック
（ざらざらした面）

シートパイプ

バッグ

長い

短い

折りたたみ保持
ベルト

シートパイプ

●上面図



１.各部の交換方法

■ブレーキ（上部）の交換方法

－２０－

８）ブレーキ部の交換方法

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

５５.ブレーキワイヤー
端部キャップ

５２.ブレーキ固定
ソケットセット

３１.ブレーキ基部カバー左右セット

ブレーキ基部カバー右ブレーキ基部カバー左

３２.ブレーキ基部カバー固定ボルト
（１０個入り）

２９.後駐車レバー左右セット交換部品：２７.前ブレーキレバー左セット
２８.前ブレーキレバー右セット

後駐車レバー
左

後駐車レバー
右

２７ ２８
前ブレーキレバー右前ブレーキレバー左

５４.ブレーキワイヤーセット（Z用）

３３.駐車ロックピンセット

３０.ブレーキ基部左右セット

ブレーキ基部左 ブレーキ基部右

☞ ブレーキワイヤーはリトルターンZ専用部品です。
リトルターンハイタイプやトール103タイプ等のブレーキワイヤーは
取り付けないでください。



１.各部の交換方法

－２１－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

①ブレーキワイヤー端部キャップを外し、ブレーキ固定ソケットのボルトを緩めて
ブレーキワイヤーを引き抜きます。

ブレーキワイヤー
端部キャップ

ラジオペンチ

ブレーキ固定ソケット

六角レンチ４ｍｍ

②ブレーキ基部カバー固定ボルトを１０ヶ所（左右各５ヶ所）外し、ブレーキ基部カバーを
取り外します。

☞ ブレーキ基部カバー固定ボルトを外す際に、ブレーキ基部カバー内のバネが
飛び出す場合がありますので、注意してください。
飛び出した場合は２３ページの⑪を参照し、再度取り付けてください。

六角レンチ
３ｍｍ

ブレーキ基部カバー
固定ボルト

ブレーキ基部カバー

③前ブレーキレバーからワイヤーの固定ピンを取り外し、リールを外し、
前ブレーキレバーと後駐車レバーをブレーキ基部から取り外します。

固定ピン

前ブレーキレバー

後駐車レバー

ブレーキ基部

④ブレーキワイヤーカバーを取り外し、ブレーキワイヤーをブレーキ基部から引き抜きます。

ブレーキワイヤー
カバー

ブレーキワイヤー

リール



１.各部の交換方法

－２２－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

⑤ブレーキ基部、ブレーキ基部カバーに
付いている駐車ロックピン、駐車ロックバネ
を取り外します。

駐車ロックバネ

駐車ロックピン

⑥ブレーキ基部固定ボルトを緩め、ブレーキ基部を取り外し、新しいブレーキ基部を
取り付け、ブレーキ基部固定ボルトで固定します。

ブレーキ基部固定
ボルト

プラスドライバー
３番

☞ ブレーキ基部がブレーキ基部固定
板にしっかりと取りついていることを
確認してください。

ブレーキ基部固定板

ブレーキ基部

⑦ブレーキ基部に駐車ロックピン、駐車ロックバネを
取り付けます。

駐車ロックバネ

駐車ロックピン

⑧ブレーキワイヤーを④の逆の手順でブレーキ基部
に取り付けます。 前輪側

☞ 取付方向を間違えないように注意してください。

タイコ



１.各部の交換方法

－２３－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

⑨ブレーキワイヤーをリールに沿わせ、前ブレーキレバーに差し込み、固定ピンで
固定します。

前ブレーキレバー

リール

ブレーキワイヤー

固定ピン

⑩前ブレーキレバーと後駐車レバーを合わせ
ブレーキ基部に取り付けます。

☞ 後駐車レバーの取付方向を間違えないように注意してください。

後駐車レバー

前ブレーキレバー

●正しい取り付け方向

下側

斜め下に
曲がっている

外側に平坦面が
出ている

側面から見た図 後方から見た図

前ブレーキレバー 後駐車レバー

後駐車レバーの突起を
前ブレーキレバーに合わせる



１.各部の交換方法

■前ブレーキレバー端部カバーの交換方法

①前ブレーキレバー端部カバー固定ボルトを４ヶ所
（左右各２ヶ所）緩め、前ブレーキレバー端部カバー
を取り外し、新しい部品を取り付けます。

交換部品：２５.前ブレーキレバー
端部カバー

☞ 取付方向を間違えないように注意してください。

前ブレーキレバー
端部カバー

六角レンチ ２．５ｍｍ

前ブレーキレバー
端部カバー右

前ブレーキレバー
端部カバー左

－２４－

●正しい取り付け方向

２６.前ブレーキレバー端部カバー
固定ボルト（４個入り）

平坦部が裏側

内側に反る向き

前ブレーキレバー
端部カバー

前ブレーキレバー

前ブレーキレバー端部
カバー固定ボルト

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

☞ 前ブレーキレバー端部カバー固定ボルトの締め付けトルクは０．７５Ｎ・ｍ
（７．６ｋｇｆ・ｃｍ）です。

⑪ブレーキ基部カバーに駐車ロックピン、駐車ロックバネを取り付け、ブレーキ基部カバーを
手で押さえながら、ブレーキ基部に取り付けブレーキ基部カバー固定ボルトで固定します。

☞ 駐車ロックバネが飛び出さないように注意してください。

ブレーキ基部カバー

駐車ロックピン 駐車ロックバネ

☞ ブレーキ基部カバー固定ボルトの締め付けトルクは２．６Ｎ・ｍ（２６．５ｋｇｆ・ｃｍ）です。



１.各部の交換方法

３５.ブレーキバネ
（４個入り）

■ブレーキ（下部）の交換方法

５２.ブレーキ固定
ソケットセット

５５.ブレーキワイヤー
端部キャップ

－２５－

３８.ブレーキパッド
（２個入り）（Z用）

３９.ブレーキパッド固定
ボルト（４個入り）

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

５１.ブレーキ調節ネジ

４２.フレーム端部カバー
固定ボルト（４個入り）

４０.フレーム端部カバー左セット
４１.フレーム端部カバー右セット

フレーム端部
カバー左内側

フレーム端部
カバー右内側

フレーム端部
カバー右外側

４０ ４１

交換部品：
３４.ブレーキプレート左右セット ３６.ブレーキブラケット

（２個入り）

３７.ブレーキブラケット
固定ボルトセット

ブレーキプレート左 ブレーキプレート右

☞ ブレーキパッドはリトルターンZ専用部品です。
イコットエアのブレーキパッドは使用できませんので注意してください。

フレーム端部
カバー左外側



１.各部の交換方法

－２６－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

①３０ページの「９）後輪部の交換方法」を参照し、後輪タイヤを取り外します。

②ブレーキパッド固定ボルト４ヶ所（左右各２ヶ所）を外し、
ブレーキプレートからブレーキパッドを取り外します。

六角レンチ４ｍｍ

ブレーキプレート

③ブレーキワイヤー端部キャップを外し、ブレーキ固定ソケットネジを緩めて
ブレーキワイヤーを引き抜きます。

ブレーキワイヤー
端部キャップ ラジオペンチ

ブレーキ固定ソケット
ネジ

六角レンチ４ｍｍ

④ブレーキバネを４ヶ所（左右各２ヶ所）取り外します。

ブレーキバネ

⑤ブレーキ調節ネジをブレーキプレートから取り外します。

ブレーキプレート

ブレーキ調節ネジ



１.各部の交換方法

⑥ブレーキブラケット固定ボルトを４ヶ所（左右各２箇所）、フレーム端部カバー固定ボルトを
４ヶ所（左右各２ヶ所）それぞれ外し、ブレーキブラケットをフレーム前方にスライドさせ、
フレーム端部カバーを取り外します。

ブレーキブラケット

フレーム端部
カバー

(1)ブレーキブラケット固定
ボルトを外す

(2)ブレーキ端部カバー固定
ボルトを外す

(3)ブレーキブラケットを前方にスライド
させブレーキ端部カバーを外す

－２７－

ブレーキブラケット
固定ボルト

フレーム端部カバー
固定ボルト

ブレーキブラケット

スライド

六角レンチ４ｍｍ
レンチ１０ｍｍ

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

⑦本体フレームからブレーキブラケット、ブレーキ
プレートをスライドさせ取り外します。
その後、フレーム端部キャップも取り外します。

本体フレーム

フレーム端部
キャップ

⑧本体フレームに、ブレーキプレート、ブレーキブラ
ケットの順で取り付けます。

ブレーキブラケット

※凸部があるほう
が下側の上部

ブレーキプレート
※突起があるほうが下

☞ ブレーキプレート、ブレーキブラケッ
トの取付方向を間違えないように注
意してください。



１.各部の交換方法

－２８－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

⑨本体フレームにフレーム端部キャップを差し込み、フレーム端部カバーを取り付け、
フレーム端部カバー固定ボルトで固定します。

☞ フレーム端部カバーの内側の刻印を確認し、取付方向に注意して取り付け
てください。

●取付詳細図（本体フレーム右側）

各フレーム端部カバー
の内側に刻印を確認

L1：左外側
L2：左内側
R1：右外側
R2：右内側

フレーム端部
カバー右内側

（R2）

フレーム端部
カバー右外側

（R1）

☞ フレーム端部キャップの取付方向を
間違えないように注意してください。

フレーム端部キャップと本体フレームの
穴が合う向きに取り付ける

フレーム端部キャップ

本体フレーム

☞ フレーム端部カバー固定ボルトの締め
付けトルクは２．６Ｎ・ｍ（２６．５ｋｇｆ・ｃｍ）
です。

⑩ブレーキブラケットを取り付ける後輪の種類に合わせて
ブレーキブラケット固定ボルトで固定します。

（１）標準後輪を取り付ける位置

六角レンチ４ｍｍ
レンチ１０ｍｍ

（２）抑速付後輪を取り付ける位置

☞ 標準後輪と抑速付後輪でブレーキブラケットを取り付ける位置が異なります。
下図を参考にして取り付けたい後輪の種類に合わせて取り付けてください。

☞ ブレーキブラケットー固定ボルトの締め付けトルクは２．６Ｎ・ｍ（２６．５ｋｇｆ・ｃｍ）
です。

ブレーキブラケット
固定ボルト



１.各部の交換方法

－２９－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

⑪ブレーキ調節ネジとブレーキパッドをブレーキプレートに取り付けます。

⑫ブレーキバネを取り付けます。

六角レンチ４ｍｍブレーキ調節ネジ

ブレーキパッド

ブレーキプレート

ブレーキバネ

⑬３０ページの「９）後輪部の交換方法」を参照し、後輪タイヤを取り付けます。

⑭ブレーキワイヤーをワイヤー保持部の穴、
ブレーキ調節ネジ、ブレーキプレート、
ブレーキブラケット、ブレーキ固定ソケットの
順に通し、ブレーキワイヤーをペンチなどで
引っ張りながらブレーキ固定ソケットネジを
締め固定します。

⑭以降標準後輪にて説明していますが、抑速付後輪でも取付方法は同じです。☞

六角レンチ４ｍｍ
ラジオペンチ

ブレーキ調節ネジ

ブレーキプレート

ブレーキバネ

ブレーキブラケット

ブレーキ固定ソケット

☞ ブレーキワイヤーは本体フレームのワイ
ヤー保持部にかならず通してください。

ワイヤー保持部

☞ ブレーキ固定ソケットネジを締め固定する前
に前ブレーキレバーを握り、駐車ロック状態に
なっていないことを確認してください。

ブレーキ固定ソケットネジの締め付けトルクは
２Ｎ・ｍ（２０ｋｇｆ・ｃｍ）です。

☞



１.各部の交換方法

－３０－

８）ブレーキ部の交換方法（つづき）

１．５ｍｍの目安＝１０円玉の厚み☞
ブレーキパッド

上から3つ目の山

⑮ブレーキパッドの矢印の位置の山と後輪のすき間が１.５mmになるように
ブレーキ調節ネジで調節します。

ブレーキ部交換後、ブレーキ及び駐車ロックが正常に作動することを
確認してください。

■正常な状態
ブレーキ：前ブレーキレバーを握ったときに、ブレーキパッドが後輪のタイヤに

しっかり当たっている。
駐車ロック：前ブレーキレバーまたは後駐車レバーを押しさげたときに、

ブレーキパッドが後輪のタイヤにしっかり当たっている。

☞

⑯ブレーキワイヤーの先端に
ブレーキワイヤー端部キャップを取り付け
ラジオペンチで押さえつけて固定させます。

ブレーキワイヤー
端部キャップ

ラジオペンチ



１.各部の交換方法

■標準後輪の交換方法

９）後輪部の交換方法

－３１－

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

５３.後輪キャップ交換部品：４３.後輪セット（Z用）

平座金

カラー

①後輪キャップのすき間にマイナスドライバーなどを
差し込んで取り外します。

後輪
キャップ

マイナスドライバー

☞ 後輪キャップを外す際に、マイナスドライバーで
けがをしないように十分注意してください。

②後輪固定ナットを緩め、後輪を取り外して交換し、
後輪キャップを取り付けます。

ソケットレンチ１３ｍｍ
六角レンチ５ｍｍ

後輪固定
ナット

☞後輪はリトルターンZ専用部品です。リトルターンハイタイプやトール103タイプ等の
後輪は取り付けることができませんので注意してください。

後輪セット出荷時に後輪にはベアリング、
スペーサーが取り付いていますが、
外れている場合は右図を確認し、
取り付けてください。

☞
●後輪部 断面詳細図

カラー

後輪固定ボルト

後輪固定
ナット

後輪本体
フレーム

ベアリング
平座金

スペーサー

後輪

後輪を取り付ける時は、後輪セットに付属され
る新しい後輪固定ナットを必ずご利用ください。

☞

後輪固定ナットの締め付けトルクは
６．２Ｎ・ｍ（６３ｋｇｆ・ｃｍ）です。

☞

後輪固定ナット
後輪固定ボルト

ベアリング、カラー取り付け



１.各部の交換方法

１．５ｍｍの目安＝１０円玉の厚み☞

③ブレーキパッドの矢印の山と後輪のすき間が１.５mmになるようにブレーキ調節ネジで
調節します。

■抑速付後輪の交換方法

交換部品：
６８.LT抑速付（M8）

抑速ユニット左右セット

６９.リトルターン Z 抑速付
接続ジョイントセット１台分

－３２－

９）後輪部の交換方法（つづき）

ブレーキパッド

上から3つ目の山

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

７４.LT抑速付抑速ユニット
シャフトキー

①抑速付後輪を固定しているスペーサー付きナットを緩め、
抑速付後輪を取り外し、回転止めピンを抜き外します。 レンチ１６ｍｍ

スペーサー付ナット

回転止めピン

フレーム端部
カバー

「ＬＴ抑速付（Ｍ8）ユニット左右セット」はリトルターン抑

速付とリトルターンＺ抑速付との共用部品としており、
本セットに含まれる袋付Ｕナット、平座金はリトルター
ンＺ抑速付の場合には使用しません。リトルターン抑
速付の後輪の交換に使用する可能性がある場合は
保管ください。

☞

平座金

袋付Uナット

スペーサー付
ナット

ばね座金

平座金

回転止め
ピン



１.各部の交換方法

②回転止めピンを右図の穴に差し込みます。

回転止めピンは必ず取り付けてください。
外れ、破損の原因となります。

☞
回転止めピン

フレーム端部
カバー

③スペーサー付ナットにばね座金と平座金を下図のように正しい順番で差し込みます。

☞

平座金、ばね座金は正しい順番で必ず
取り付けてください。

正しい順番でなかったり、取り付けられ
ていない場合、外れ、破損する原因とな
ります。

☞

ばね座金は、膨らんでいる側からスペー
サー付ナットに差し込んでください。

一度締めつけたばね座金は変形してい
る可能性があるので再度使用しないでく
ださい。

平座金 ばね座金

ばね座金

ばね座金の向き

平座金とばね座金が
逆に付けられている

ばね座金の向きが
逆に付けられている

抑速付後輪を取り付ける前にアダプタを
外し、シャフトキーが付いていることを確
認してください。

シャフトキー

アダプタ

☞

シャフト部についているチューブをラジオペンチ
などを使って取り外してください。

☞

車軸のシャフト部は取付前に脱脂洗浄を
してください。

☞

シャフト部

－３３－

９）後輪部の交換方法（つづき）

ラジオペンチ

チューブ



１.各部の交換方法

抑速付後輪には取り付け方向がありますので抑速付後輪内側のL/R表記を確認
して取り付けてください。

Rの場合：歩行車後方から見て“右”に取り付けてください。
Lの場合：歩行車後方から見て“左”に取り付けてください。

☞

⑤ブレーキパッドの矢印の山と後輪のすき間が１.５mmになるようにブレーキ調節ネジで
調節します。

１．５ｍｍの目安＝１０円玉の厚み☞

シャフトとスペーサー付きナットが供回りし、指定の締め付けトルクに達しない場合、
抑速ユニットシャフトキーが外れている可能性があります。
指定トルクに達しない場合は、再度取り外し、抑速ユニットシャフトキーが
正しく取り付けられているか確認してください。

☞ M8タイプの抑速付後輪の締め付けトルクは15N・m（153kgf・cm）です。

L/R表記

抑速付後輪左

☞

アダプタとフレームは
右図を参考に正しく接触させてください。

☞

スペーサー付き
ナット

タイヤ

平座金

本体フレーム

回転止めピンアダプタ

ばね座金

シャフトキー

本体フレームのくぼみに
アダプタを合わせる

断面詳細図

アダプタが
正しくはまっている

アダプタが
正しくはまっていない

④下の図を参考に抑速付後輪を本体フレームに接続し、スペーサー付きナットを
取り付け固定します。

－３４－

９）後輪部の交換方法（つづき）

一番上の山

ブレーキパッド

六角レンチ１６ｍｍ



１.各部の交換方法

ブレーキパッド

上から3つ目の山

■標準後輪（抑速付後輪）から抑速付後輪（標準後輪）への交換方法

①標準後輪の交換方法（３０ページ）または抑速付後輪の交換方法（３１ページ）を参照し、
後輪を取り外します。

②ブレーキブラケット固定ボルトを外し、取り付けるタイヤに
合わせてブレーキブラケットを本体フレームの穴の位置に
スライドさせ、ブレーキブラケット固定ボルトを差し込み固定します。

（１）標準後輪を取り付ける位置 （２）抑速付後輪を取り付ける位置

③標準後輪の交換方法（２９ページ）または抑速付後輪の交換方法（３０ページ）を
参照し、後輪を取り付けます。

④ブレーキパッドの山と後輪のすき間が１.５mmになるようにブレーキ調節ネジを回して
調節します。

ブレーキパッドの山と後輪のすき間が大きくなっている場合は

ブレーキ固定ソケットを緩め、ブレーキワイヤーをペンチなどで引っ張りなが
ら締め固定し、すき間を調節してください。

☞

１．５ｍｍの目安
＝１０円玉の厚み

☞

六角レンチ４ｍｍ
レンチ １０ｍｍ

標準後輪

－３５－

９）後輪部の交換方法（つづき）

☞ 標準後輪と抑速付後輪でブレーキブラケットを取り付ける位置が異なります。
下図を参考にして取り付けたい後輪の種類に合わせて取り付けてください。

一番上の山

抑速付後輪

ブレーキブラケット
固定ボルト



１.各部の交換方法

－３６－

９）後輪部の交換方法（つづき）

①抑速付後輪が歩行車本体に取り付けられた状態で
ホイールを固定しているM8皿ボルト６ヶ所（左右各３ヶ所）
緩めて外します。

六角レンチ５ｍｍ

警告
抑速付後輪が歩行車本体から外れた状態で絶対にM8皿ボルトを外さないこと。
抑速機構が分解されてしまいます。（※復元できません）

交換部品：７２．LT抑速付
M8皿ボルトセット

②ホイール外側とタイヤを外します。

①でM8皿ボルトを外した後、タイヤとホイール（外側）
の間にマイナスドライバーを差し込んでホイール（外側）
を外します。

タイヤを外す

交換部品：７０．LT抑速付
交換タイヤキット
１台分

タイヤ ホイール（外側）

ホイール（外側）

警告
絶対外さないこと

M8皿ボルト（３ヶ所）

※図はリトルターン抑速付で説明していますが、リトルターンZでも交換方法は同じです。

マイナスドライバー

■抑速付後輪のタイヤ部の交換方法



１.各部の交換方法

－３７－

９）後輪部の交換方法（つづき）

タイヤの突起 タイヤ突起部 断面図

ホイール外側ホイール内側
にはまる

タイヤの向きが逆だと
突起がホイール（内側）に
はまらない

タイヤの向きが正しいと
突起がホイール（内側）に
完全にはまりこむ

タイヤをホイールにはめこむ

④ホイール（外側）を嵌め込み、M8皿ボルトで固定します。
この時、ホイール（内側）と（外側）のボルト穴の位置を確実に合わせて固定してください。

ホイールを固定するM8皿ボルトには緩み止めのため接着剤が塗布されています。
タイヤを交換したら、必ず新しいM8皿ボルトを使用してください。
締め付けるとき、規定トルク６±10% N・mで締め付けてください。

☞

M8皿ボルト取り付け
穴の位置を
合わせる

交換部品：
７０．LT抑速付交換タイヤキット1台分

タイヤ×２
M8皿ボルト×６

×２

M8皿ボルト×３

７２．LT抑速付M８皿ボルトセット

③タイヤをホイール（内側）へはめ込みます。
この時、ホイールの溝（3か所）にタイヤの突起を合わせてください。
タイヤの突起には方向性があり、逆方向だとホイール（内側）にはまり込みません。

六角レンチ５ｍｍ



１.各部の交換方法

⑤ブレーキパッドの矢印の山と後輪のすき間が１.５mmになるようにブレーキ
調節ネジで調節します。

１．５ｍｍの目安＝１０円玉の厚み☞

■センターキャップの交換方法

マイナスドライバー

交換部品：７１．LT抑速付
センターキャップ

センターキャップ側面の切り欠きにマイナスドライバーを差し込んで
センターキャップを外します。

抑速ブレーキ力を調整するときは付属の「抑速ブレーキ力調整用六角レンチ」を
使用してください。

■付属の抑速ブレーキ力調整用六角レンチについて

交換部品：７３．LT抑速付抑速
ブレーキ力調整用
六角レンチ

←
差し込み方向

持
ち
手
側

抑速ブレーキ力の調整方法は取扱説明書の
１８ページに記載されています。

☞

抑速ブレーキ力の出荷時設定は『強』です。☞

☞ このレンチは折り曲げ角度を90度より大きくすることで、長い方しか差し込め
ないようにしています。これにより調整部に過度な力が掛かることを防止する
ものです。

－３８－

９）後輪部の交換方法（つづき）

一番上の山

ブレーキパッド



１.各部の交換方法

１０）前輪部の交換方法

■前輪の交換方法

－３９－

この交換方法で交換できる部品

※取り外し、取り付け手順の中で、必要に応じて各部品を交換してください。

４９.前輪シャフトセット
（２セット入り）

×２

４８.前輪セット（２個入り）

４７.前輪アーム用スナップ
ピン（２個入り）

４６.前輪アーム用ナットセット
（２セット入り）

交換部品：
４５.前輪アーム（Z用）

①前輪を固定している、前輪ナットを緩めて
外し、前輪シャフトを取り外します。

前輪ナット

前輪

②前輪を前輪アームから取り外し、前輪について
いるスリーブを外します。

前輪アーム

スリーブ

前輪シャフト

☞ 前輪アームはリトルターンZ専用部品です。
イコットエアの前輪アームは取り付けることができませんので注意してください。

スリーブ

ワッシャー

前輪ナット



１.各部の交換方法

１０）前輪部の交換方法（つづき）

④前輪アーム固定ナットを緩め、前輪アームを
取り外します。

レンチ １３ｍｍ

⑤取り外しの逆の手順で新しい部品を取り付けます。

※取り付けする際に、次ページの項目を確認して取り付けてください。

前輪アーム
固定ナット

－４０－

前輪アーム

■各部の締め付けトルク
・前輪アーム固定ナット ６．２N・m（６３㎏ｆ・cm）
・前輪ナット ２.６N・m （６３㎏ｆ・cm）

③前輪アーム軸に差し込まれているスナップピンを
外します。

ラジオペンチ

スナップピン



１.各部の交換方法

１０）前輪部の交換方法（つづき）

前輪部の交換後、前輪が正常に作動（回転）することを確認してください。

■正常な状態
・本体を押したときに、違和感なく直進、後退することができる。
・前輪が左右ともスムーズに３６０°回転する。

進行方向

前輪シャフトの頭（六角穴が付いている方）
が外側にくるように取り付ける

タイヤについている溝が内側になるように、
取り付ける。

内側に溝があるように取り付ける前輪シャフトの頭

●前輪シャフトの取り付け図（断面拡大図）

前輪シャフト

ワッシャー

スリーブ

前輪
ナット

ワッシャー

前輪アーム

前輪アーム

前輪タイヤ
前輪ホイール

●前輪タイヤの向きと、前輪シャフトの取り付け方向

☞

－４１－

内側 外側



２.フレームの補修方法

１.各部の交換方法

■前輪フォークキャップの交換方法

①前輪フォークキャップのすき間に、マイナスドライバーなどを差し込んで外し、
新しい前輪フォークキャップを取り付けます。

マイナスドライバー

１０）前輪部の交換方法（つづき）

交換部品：５０.前輪フォークキャップ

１）塗装面のゴミ、油分、サビなどをよく落とします。

２）塗料が傷以外につかないように、マスキングを施します。

３）補修用スプレーまたは補修用ペイント（タッチペン）で塗装します。

補修部品：６６．補修用スプレー
６７．補修用ペイント（タッチペン）
７５．補修用スプレーＲ
７６．補修用ペイントＲ（タッチペン）

塗料の一部が沈殿していることがあります。その場合はタッチペンの容器を振って塗料をよく
混ぜ合わせてからご使用ください。

深い傷には数回重ね塗りをしてください。重ね塗りは塗料が乾いてから行ってください。

塗装方法の違いや、補修面の変退色により、色が正確に合わない場合があります。

火気には十分に注意してください。

☞
☞
☞
☞

前輪フォーク
キャップ

☞ 前輪フォークキャップを外す際に、マイナスドライバーでけがをしないように十分注意して
ください。

－４２－



３.交換後の点検

１）前ブレーキレバー、後駐車ロックレバーを引いて、ブレーキパッドが後輪のタイヤに
しっかり当たっていることを確認してください。

２）前ブレーキレバーがスムーズに動き、ブレーキが効くまで十分に握れることを
確認してください。

３）ブレーキおよび駐車ロックが確実に作動することを確認してください。

４）本体を押した時に、違和感なく直進することを確認してください。

５）折りたたみ動作がスムーズに行えることを確認してください。

６）回転補助ローラーがスムーズに回転することを確認してください。

７）各部のネジ、ボルト、ナットが緩みなく締まっていることを確認してください。
※点検方法の詳細などはメンテナンスガイドを参照してください。

４.ブレーキの調整方法

回す方向

１）ブレーキが利きにくくなった場合、ブレーキ調節ネジをシール表記の方向に回して
ブレーキパッドの位置を調節してください。

２）ブレーキパッドと後輪のすき間が１．５ｍｍになるように調節してください。
すき間が小さくなりすぎてしまった場合は、ブレーキ調節ネジを逆方向に回して
調節してください。

ブレーキ調節ネジ

－４３－

写真



５.シールの貼付位置

６４.フレーム前方保護シール
※左側の同じ位置にもあります。

６５.ブレーキ調節表示シール
※右側の同じ位置にもあります。

６０.前ブレーキ・駐車ロックシール
６１.後駐車ロックシール
※左側の同じ位置もあります。

６３.指はさみ注意シール ５９.アームレストロック解除シール

６３.指はさみ注意シール
※左側の同じ位置もあります。

６２.トレーフレーム注意シール（前方）
※右側の同じ位置にもあります。

交換部品：

５９.アームレストロック解除シール（10枚入り）

６０.前ブレーキ・駐車ロックシール左右セット（10枚入り）

６１.後駐車ロックシール左右セット（10枚入り）

６２.トレーフレーム注意シール（10枚入り）

６３.指はさみ注意シール（10枚入り）

６４.フレーム前方保護シール（10枚入り）

６５.ブレーキ調節表示シール（10枚入り）

－４４－
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注意事項

１）保管について
①戸外に保管して風雨や直射日光にさらしたままにしないこと
②火気に近づけないこと、また高温になる場所に保管しないこと
③荷物を重ねたり、圧力が加わる状態で保管しないこと
④取扱説明書は本体と一緒に保管すること

２）お手入れについて
①車輪に付着した泥や汚れなどはそのままにせず、よく絞った布などで必ず落とすこと
②次にあげるものではお手入れしないこと
・シンナー ・クレゾール ・塩素系薬剤や熱湯をかけての殺菌、消毒
・磨き粉 ・塩素系洗剤 ・酸、アルカリ性洗剤
・タワシ ・研磨剤入りのスポンジ ・その他製品を傷つけるもの
③オゾンガス、ホルムアルデヒドガスを用いた消毒を行わないこと。
④注油する場合は、タイヤ、ブレーキパッドに油がつかないように注意すること。
タイヤやブレーキパッドに付着した油はよく拭き取ってください。

⑤抑速付後輪のお手入れの際は水をかけないこと。
また、グリスや油、油性クリーナーや石鹸水は使用しないこと。

３）廃棄について
①廃棄については各自治体の指示にしたがって処分、廃棄すること

！


